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図1　地域におけるシルバー人材センターの社会貢献

図2　対象集団の２年間の追跡研究

表　研究委員会

氏　名 所属・職位
塚本　成美 城西大学・教授
渡辺　修一郎 桜美林大学・教授
松田　文子 大原記念労働科学研究所・総務部長／特別研究員
森下　久美 認知症介護研究・研修仙台センター・主任研究員
石橋　智昭 ダイヤ高齢社会研究財団・研究部長
土屋　瑠見子 ダイヤ高齢社会研究財団・主任研究員
上原　桃美 ダイヤ高齢社会研究財団・専任研究員
永野　靖 全国シルバー人材センター事業協会・企画管理部長
本橋　昇 全国シルバー人材センター事業協会・専門調査役
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図3　全国調査の対象地域

図4　フレイルの位置づけ
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図5　地域高齢者とSC会員の補正に用いた要因
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図6　ペアマッチング後の分析結果

図7　フレイルの多面性と適度な就業
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図１　外国人介護人材受け入れの仕組み
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図２　ストック情報による備えの違い
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図1　新定義―65歳高齢者から75歳高齢者へ 2017
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長寿リテラシー6つの原則（世界経済フォーラム2024）
１． 人生の重要なイベントにおける経済的レジリエンスを
確保する

２．公平な金融教育への普遍的なアクセスを提供する
３．長寿経済の基盤としての健康な高齢化を優先する
４． 多世代労働力のための雇用と生涯にわたるスキル構
築を進化させる

５． 社会的なつながりと目的意識のためのシステムと環
境を設計する

６． 性別・人種・階層の違いを含め、長寿の不平等に
意図的に取り組む

図２　長寿リテラシー6つの原則
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図3　変身資産

3つの変身資産（TRANSFORMATIONAL ASSETS）と長寿者
• 変身資産は、移行と変化につきものの不確実性への対処能力を高める資産。長寿時代に、
固定的な「会社人」から、変身資産をテコにした自分の潜在的で多様な能力の展開へ、自分
らしい「長寿者」へのトランスフォーメーション。

１． ｢自分についての理解」̶自分の過去、現在、未来について自問し続ける。内省すること̶
一歩下がって内省し、その結果について判断を下す。「ありうる自己像」̶未来に自分がどの
ような人間になる可能性があり、どのような行動を取る可能性があるかを表現したもの、への
理解を深め、自己と世界の見方を変える。自分についての理解は、変化を遂げるための道筋
を示すと同時に、人が変化しながらもアイデンティティと自分らしさを保てるようにする役割を
持つ。自己肯定感。

２．｢多様性に富んだ新しいネットワーク」と、その新しい価値観、規範、態度、期待。自分が
どのように変身できるかについて、多様なロールモデルやシンボルを得られる。何を知ってい
るかではなく、誰を知っているかが大切。→新しい社会関係資本。

３． ｢自ら能動的に変身を求め、新しい経験に対して開かれた姿勢を持つ能力」。古い常識やや
り方に疑問を投げかけ、画一的生き方に異を唱え、人生の様々な要素を統合できる新しい生
き方を実験する姿勢。「人生は経験」。

図4　長寿者・北斎と長寿経済
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図１　高齢者の幸せを阻害する3つの要因
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図２　コア・サテライト戦略
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図３　初心者にふさわしい投資手法

図４　中級レベル以上の投資手法
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